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JSRA2023 学会の構成と参加のしかた

お勧めの参加方法
2月10日（金）正午にWeb学会が開始されますので早期にご参加ください。2月16日（木）までの間に、開会挨拶、
理事長挨拶、学会の構成、をチェックし、現地で参加予定のシンポ／パネルの総論の教育研修講演の予習も可
能です。余裕があれば、2022 JSRA受賞者講演や展示会場案内をチェックして現地参加への気分を高めましょ
う。現地では予定のプログラムに参加、発表を行い、フロアディスカッションにも積極的に参加ください。事
前申込した小グループ企画で体験学習し、HIT/KITセッションも見逃さないでください。参加できなかった
セッションについては帰宅後にゆっくりオンデマンド学習が可能です。従来のポスター発表に代わる一般演題

（Web発表）にはQ&A機能がありますので活発な討論をお願いします。

1）	 学会の全体構成
＊学会は2月10日（金）正午に開始します

Web学会（オンデマンド） 2月10日（金）〜3月31日（金）
現地学会（パシフィコ横浜ノース） 2月17日（金）〜18日（土）
現地内容オンデマンド配信 2月20日（月）〜3月31日（金）

2/10 2/20 3/312/17-18

開会挨拶／現地セッション総論（予習）の教育研修講演
国際セミナー／国内講演／一般演題（従来のポスター発表）　など

Web学会
（オンデマンド）

現地内容
オンデマンド配信

現地学会 パシフィコ
横浜ノース

現地発表分：シンポ／パネル／
教育研修講演／一般口演　など

2）	 Web学会コンテンツ
＊以下のWeb学会プログラムは、現地学会開始前の2/10〜2/16の視聴をお勧めします。
・開会挨拶（学会長）
・理事長挨拶
・現地セッションの総論（予習）となる教育研修講演

基本的にWeb学会と現地学会は別プログラムですが、この項目のみ重複しています。現地でのシンポジウム、
パネルディスカッションには、若手の理解を助けるための「総論の教育研修講演」がセットされています。現
地受講も可能ですが、貴重な現地時間をセーブするためリモートでの予習が可能となっています。

（その他の教育研修講演のオンデマンド配信は現地学会終了後となります。）
・2022 JSRA受賞者講演

前年の受賞者を再確認し、今年はどのような受賞となるか注目しつつ、来年はどうすれば自分が受賞者にな
れるかを考えつつ、現地参加ください。

・展示会場のご案内
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＊その他のWeb学会プログラム
・会長講演
・国際セミナー：AORecon/JSRA Combined Seminar
・一般演題（Web発表）
　  ＊従来のポスター演題に当たります。
　  ＊Q&A機能がありますので活発な討論をお願いします。

3）	 現地学会コンテンツ
・合同シンポジウム 2題
・シンポジウム 股2題、膝2題、肩1題、足1題、手1題
・パネルディスカッション 股2題、膝2題、肩1題
・シンポ/パネル総論の教育研修講演 各1題 （14題）
・国際レクチャー＆国際シンポジウム
　✦ JSRA/APAS Instructional Lecture
　✦ JSRA/APAS Combined HIP Symposium
　✦ JSRA/APAS Combined KNEE Symposium
・特別企画：関節周囲転移性骨腫瘍に対する人工骨頭/関節治療
・一般の教育研修講演
・一般演題（現地口演）
・ランチョンセミナー
・Hip/Knee Implant Technology （HIT/KIT） セッション
・小グループ企画

今回の現地学会の重要ポイントのひとつである「現地参加してこそ有意義な、見て、触れて、議論する体験
型企画」として以下の4つの小グループセミナーを企画しました。前二者は学会による企画、後二者は学会と
企業との共催企画です。ハンズオンセミナーは広い常設ルームを使用しますが、他の3企画は展示会場内に
設置した特設ミーティングルームで行います。いずれの企画も若手〜中堅の会員にとって貴重な学習体験と
なると思われますので、積極的な参加申込をお願いします。

　　✦ JSRAレジェンド講座
　　✦ JSRA若手同士でディスカッション
　　✦ ハンズオンセミナー
　　✦ Face to faceインプラントセミナー
・展示発表：慈恵医大式人工骨頭・人工関節の歴史
・インプラント展示：HIT/KITセッションで議論するインプラント
・Web学会視聴コーナー

4）	 現地内容オンデマンド配信
現地学会コンテンツのうち、各種シンポジウム、パネルディスカッション、特別企画、一般の教育研修講演、
一般演題（現地口演）、の発表内容を視聴できます。
セッションの質疑応答部分、HIT/KITセッション、小グループ企画についての配信はありません。


